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FLVアカデミー
文武両道場（概要）

※本コンテンツは筑波大学発ベンチャー㈱Waisportsジャパンに帰属するものです。

‐キャリア形成のための学習支援プログラム-
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好きで始めた「自らが没頭できる」貴重な体験活動から、

もっと「学び」や「成長の糧」を抽出し、豊かな人生を歩んでほしい！

先生や先輩の

指示を待ち、

受動的に

淡々と取り組

んでいる

「勝敗結果」と

「技術伸長」

のみが活動意

義となっている

3,4年間の

部活動経験

からの学びが

薄い

社会的背景
－高等教育に求められること－

学生生活を部活動に
費やしたが、自分は

どう成長したのだろうか・・・

貴重な経験はしたと思うが、
それはどんな経験なのか、

言葉にできない・・・

今後の自分のキャリアに、
部活動の経験はどう活きるの

だろうか・・・どう活かせばよいのか・・・

自分はどれくらい主体的に
行動しているだろう？

チームに対して自分は
どう貢献しているのか？

自分は何の目的で
部活動をしているか？
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教育的背景
－高等学校学習指導要領から求められていること－

変化の激しい社会の中でも、感性を豊かに働かせながら、よりよい人生や社会の在り方を考え、

試行錯誤しながら問題を発見・解決し、新たな価値を創造していくとともに、

新たな問題の発見・解決につなげていくことができること。

「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）（中教審第197号）」
平成28年12月21日 中央教育審議会

生徒の主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を行うこと。

特に，各教科・科目等において身に付けた知識及び技能を活用したり，思考力，判断力，表現力等や学びに向かう力，人間性等を発揮さ

せたりして， 学習の対象となる物事を捉え思考することにより，・・・物事を捉える視点や考え方・・・が鍛えられていくこと・・

「高等学校学習指導要領」 第一章「総則」 第３款教育課程の実施と学習評価
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文武両道場の意味

机上で育むには限界がある。

「変化の激しい場・非日常の場」を実際に体験し、

他者と対話をしながら、主体的に動こうと取り組んでみること。

そして、「自分はいかに振舞ったか？」

「自分はどういう人間か？」

について周囲の視点も含めて多角的に分析・考察し、

学びを獲得する。

それが、『 文武両道場 』
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「知識」の提供ではなく「学びの場」の共創
‐学生・先生・企業人が「立場の相違」を越えて、共に学び合う場‐

文武両道場®メソッド

監督・コーチとして参加

「実生産性が高まる」
プログラムの提供

高校・大学
バレーボールチーム

「社会性が高まる」
プログラムの提供

プレイヤーorマネージャー、
or監督として参加

主体性発揮 主体性発掘

高校・大学
顧問の先生

一般企業
行政機関など

観察者として参加

職場訪問見学機会提供
（任意）

指導スタイルを
見直す「場」
の提供
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（学生）目的と目標

【目的】 自分自身と向き合い、自己の行動特性や主体性を知ることで、学習力、

競技力及び生活力向上に役立てること

チーム

結成
チームビルド 最終競技会

分析作業

フィードバック

【学習目標】

体験から成長を学び取るための学習の仕方を学習すること

事前
課題

【目標】
❶ 最終競技会で勝つこと（天下一排球会－登龍門・虎ノ門でチームを優勝させること）

❷ 冒険の書完全完成（自分の特性とこれからの成長を分析し、自らの言葉で語る）



Copyright © Waisports Japan All Rights Reserved. 

リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ａ
１

（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
❶-

2
）

事
前
調
査
（
チ
ー
ム
振
り
分
け
作
業
用
）

※

教
員
協
力
必
須

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

マ
ッ
チ
ン
グ
・

チ
ー
ム
ワ
ー
キ
ン
グ

ゲ
ス
ト
・
プ
チ
講
演

フ
ァ
シ
リ
デ
モ

天
下
一
排
球
会
予
選
会

１日目

日
常
で
の
実
践
へ

２日目

← 夏の２日間集中実戦 →

事
前
課
題

（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
❶-

1
）

チ
ー
ム
ワ
ー
キ
ン
グ

天
下
一
排
球
会
本
戦

ゲ
ス
ト
・
プ
チ
講
演

フ
ァ
シ
リ
デ
モ

リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ｂ
２

（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
❹
）

事
後
課
題

（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
❻
・
❼
・
❽
）

体験 内省 試行考察

（学生）学習コンテンツと学習フロー

リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ａ
２

（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
❶-

3
）

リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ｃ

（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
❺
）

リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ｂ
１

（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
❷
・
➌
）

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
所
見

事
後
の
取
組
み

（
社
会
人
監
督
と
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
動
画
視
聴e

t
c

）



Copyright © Waisports Japan All Rights Reserved. 

（学生）ゲスト講師（過去実績）

勝野裕士 東レ株式会社

元Vリーグ東レアローズ選手。筑波大学卒

（男子バレー部）在学中はインカレ優勝の

正リベロ。長野県出身。Vリーグで７年、ドイツ

ブンデスリーガで１年プレーした後、社業に専念。

競技経験と実務経験の相関性の言語化に努め

広くバレーボールの価値を高める活動

をしている。

矢野諒介 営業コンサルタント

筑波大学体育専門学群卒業。学生時代は
バレーボールに活躍のフィールドを置き、アンダ
ーカテゴリーの代表、全日本インターカレッジで
優勝を経験。大学卒業後は、営業コンサルタ
ントとしてキャリアを歩み、2022年の独立後も
顧客営業組織の変革推進をサポート。示唆

的な質問技法には定評がある。

朝日健太郎 参議院議員

法政大学卒。男子インドア及びビーチ

バレーボール全日本代表として活躍。2012年

に現役引退後、NPO活動や講演、メディア

出演等を通じバレーボールの普及や青少年の

育成に取り組む。早稲田大学大学院修了。

熊本地震を契機に、だれもが輝ける社会を

実現するため、参議院選挙への立候補を決意。

2016年東京都選挙区より出馬、初当選。
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（学生）ファシリテータ陣（過去実績）

星野義倫 株式会社ルネサンス

教育研究チーム主任。仙台大学卒。

卒業後スキューバダイビングのインストラクター

として国内外の海を潜り歩く。入社後5年間

専門学校に常駐し、教育品質の向上に

取り組む。以後、運動指導者の育成、教育

プログラム、教材の開発、コンサルティング

業務に従事し、社内研修プログラム開発や

ファシリテーターとして活動中。

松田裕雄 文武両道場 塾長

筑波大学客員准教授(国際産学連携本部)。

トップチームからボトムまで、また世代を越えた

様々な教育現場経験と、競技スポーツの教育
的価値の構造化の研究等を経て、大学発ベン
チャーを起業。

FIVB公認コーチ、JASA公認上級コーチ。

吉野睦美 株式会社エール代表

北海道出身。高校時代、春高バレーを経験。

青山学院大学時代、全日本インカレ優勝。

卒業後は営業、企画、経理など幅広い業務

を経験。2006年からバレーボールイベントの

企画運営に携わり、2009年にエールを設立。

元全日本選手のセカンドキャリア支援事業や

子どもたちへのバレーボール指導教室を立ち

上げるなどバレーボールの普及活動に躍進中。

伊藤啓司 株式会社ルネサンス

商品研究開発部教育チーム課長

新商品開発と人材育成、ポストリハビリ

事業の立ち上げをリード。専門学校のカリ

キュラム・シラバス開発のコンサルティング、

非常勤講師の経験も持つ。体験学習法

を活用した社内外の研修設計やファシリ

テーションにも従事し、様々な場面で学び

のための場づくりを行っている。

縄田亮太 愛知教育大学 専任講師

教育学部創造科学系保健体育講座専任

講師。同大男子バレーボール部部長・監督。

専門は コーチング,バイオメカニクス,体育科

教育。博士(体育学),国際バレーボール

連盟公認コーチレベルⅡ,日本スポーツ協会

コーチ４(バレーボール),日本バレーボール

協会公認講師。コーチングバレーボール

(基礎編)分担執筆。
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（学生）ファシリテータ陣（過去実績）

奥富庸一 立正大学 準教授

社会福祉学部 准教授。筑波大学体育

専門学群を卒業後、同大学の博士課程、

研究員、早稲田大学などで助手、准教授

を経て2015年より現職に就く。専門は、

幼児体育、健康行動科学からみた親子

支援。幼児・児童の健康づくりシステムに

関する研究を進めている。

北原鮎子 エイベックス株式会社

人事総務本部 人事グループ

新卒でエンタテイメント企業に入社後、

約8年間営業・販促を経験したのち、

人事に異動し、現在は採用・研修チーム

の責任者として勤務。

文武両道場 第1期の卒業生。

勝野裕士 東レ株式会社

元Vリーグ東レアローズ選手。筑波大学卒

（男子バレー部）。在学中はインカレ

優勝の正リベロ。長野県出身。Vリーグで

７年、ドイツブンデスリーガで１年プレー

した後、社業に専念。競技経験と実務

経験の相関性の言語化に努め広くバレー

ボールの価値を高める活動をしている。

武田丈太郎 北海道教育大学 准教授

芸術・スポーツビジネス専攻。

筑波大学卒業。専門分野はスポーツ政策、

スポーツ法、地域スポーツマネジメント。

誰もがスポーツを楽しめる社会の創造を

テーマに、法や政策の視点から研究。

（一社）スポーツ環境デザイン研究所の

代表理事も務める。

平田 しのぶ 人材開発コンサルタント

Gallup社認定ストレングス・コーチ。

企業大学等のダイバーシティマネジメント、

個人の能力開発を行う。研究員として

トップアスリートのキャリア開発、アカデミー

プログラムにも参画。当初から文武両道場

のプログラム開発に携わる。
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（学生）事後の取組み①

社会人監督とのチーム別オンラインセッション（チームキャプテンが参加）

（2021年から実施）

文武両道場当日には言えなかった思いや考えを監督と共有しました
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（学生）事後の取組み②

社会人監督からの戦績分析レポート動画視聴

監督から、なぜ勝ったのか／負けたのかの分析結果のプレゼン動画を視聴し、当日を振り返りました

試合中気づかないことでも、データに表してみるとラリーをだった回
数やセットごとの選手の打数など改めて気付かされることがあった。
自分がならなきゃいけないと思っていることはそこまで重要なことで
はなくて、その状況も自分で作り出しているのだということにとても
共感した。自分のことを客観的に見るのが苦手なので、今回このよう
なことを教えていただいてとても勉強になった。

Q.監督の説明を聞いて、新たな気づき・発見はありましたか？それはどんな新たな気づき・発見でしたか？

（視聴後アンケートより抜粋）

目標達成意欲が高まってくると、人それぞれで感じ方は変わるが楽
しんでやるという気持ちも高まること が新しい気づきでした。

いつも自分は近くからの視点でしか見れていなかったけど客観的に
見た意見をたくさん言っていただいて、なるほどと思うことがありまし
た。これからバレーを続けていく上で、客観的にどう見えるのかという
見方もチームに良い影響あると思うので、やっていきたいと思います。

どんなときにチームの勢いがつくのか、勝てるパターンは何なのかを
よく理解することが大切だということに気付きました。

自分にも、チームやチームメイトのためにできることがあると気づき、
自信につながりました。

（2021年から実施）
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【目的】 自分自身の指導・環境づくりと向き合い、視野・知見・度量の幅や器を

広げて、指導現場の魅力を高めていくこと

【学習目標】 ・・・・・・（各自設定）・・・・・・

【プログラムの方針】

以下２つを支援することを方針とする
・ 「環境」の違いから起きる人の行動の「違い」を見抜き、これまで気づかなかった生徒一人

ひとりの能力特性について新しい発見をしていくこと。

・ 人をスカウティングする際の「見方」への新しい気づき

（先生）目的と目標
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（先生）講師陣（過去実績）

大渕隆
株式会社北海道日本ハムファイターズ

スカウト部長。早稲田大学卒。新潟県出身。
大学時代は硬式野球部で活躍し、卒業後
はIBM社、その後高校体育教員を経て、
現職。育成球団創生の中心的人物。

大谷選手はじめ多くの若手選手の才能を
発掘育成し、野球を手段とした人材育成を

目的に野球文化を推進している。

平田 しのぶ
Gallup社認定ストレングス・コーチ、

人材開発コンサルタント。企業大学等
のダイバーシティマネジメント、個人の
能力開発を行う。研究員としてトップ
アスリートのキャリア開発、アカデミー

プログラムにも参画。当初から
文武両道場のプログラム開発に携わる。

講師

ゲスト講師

伊藤啓司
㈱ルネサンス商品研究開発部教育チーム課長
新商品開発と人材育成、ポストリハビリ事業の

立ち上げをリード。専門学校のカリキュラム・
シラバス開発のコンサルティング、非常勤

講師の経験も持つ。体験学習法を活用した
社内外の研修設計やファシリテーションにも

従事し、様々な場面で学びのための
場づくりを行っている

山中浩敬
JATI-ATI NSCA-CSCS IPAS-SPAS

トリガーポイントマスタートレーナー
筑波大学大学院人間総合科学研究科

体育学専攻修了。合同会社ベストパフォー
マンスにてトレーナーとして活動中。

＜主な指導実績＞
B League B2 茨城ロボッツ, 群馬クレインサンダーズ

つくば秀英高校バスケットボール部,

下妻二高バスケットボール部・サッカー部
八千代松陰高校硬式野球部、県立浦和高校サッカー部、

筑波大学硬式野球部 他
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開発者紹介

㈱Waisportsジャパン代表取締役

筑波大学客員准教授（国際産学連携本部）

一般社団法人スポーツ環境デザイン研究所 理事

筑波大学スポーツ環境デザインR&Dプロジェクト室主事、FLVアカデミー塾長、FLV国際バレーボールクラブ
バレーチャンピオンシップ・リーグディレクター、B2リーグ茨城ロボッツ顧問、HERO’S AWARD審査員、

㈱ジェイコム土浦放送番組審議委員

Good Sports Good Future !

1976年生まれ。 都立立川高校、法政大学卒業、筑波大学大学院修了、丸の内起業塾卒塾
教育研究者としては、12年間の筑波大学体育系の講師（バレーボールコーチング論）を経て現職に就き、起業家的人

材育成や大学発ベンチャー育成、産学連携事業の開発を手掛ける。大学体育優秀論文賞受賞（全国大学体育連
合）、指導下選手全日本チーム選抜、指導下学生チーム全国ベンチャーグランプリファイナリスト選出。
実業者としては、自身も筑波大学発ベンチャーとしてトップ球団「つくばユナイテッドVOLLEYBALL」（2年でVリーグ参

入）、アスリートのキャリア支援「アスリートライフ」の起業を経て、現在は株式会社Waisportsジャパンを起業し代表として
活動中。研究成果である「ひと・組織・まちづくりの計画的一体型開発を可能とする『スポーツ環境デザイン』」を手法とし、
人材・組織開発支援、地方創生・地域開発リサーチ＆コンサルティング事業やプロジェクトマネジメント事業を展開している。
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